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「論~支司

要旨

専門教科(物理)と日本語の

コラボレーション授業の改善と評価

～3年間の授業を振り返って～

太田亨・佐藤尚子・藤田清士注’

本稿は太田・佐藤・藤田(2014･2015)を引き継ぐ論文である。日韓プログラム予

備教育における「教育参画」で，専門教科の一つである物理と日本語のコラボレーショ

ン授業を2014年度からさらに改善した形で実施し，授業直後に行った評価アンケート

の結果を過去2年分のデータと比較しながら分析した。

アンケート結果から，専門用語を取り入れた漢字学習が「良い」という回答は2014

年度より4ポイント減ったものの，76％と引き続き高い水準にあることが分かった。

また今回の調査でも，肯定的な回答は日本語レベルが中級の学生に多い反面，初級と

上級の学生からは「良くない」という回答が多く見られる傾向があり，その理由とし

て旧常的な語彙を勉強したい」という意見が挙げられた。

物理問題の内容を正確に理解し，解答について口頭で説明するには，漢字を正確に

音読できることが不可欠であり，そのため学生の日本語レベルに応じて漢字の難易度

の調整や教材形式の変更などが必要である。今後制作を目指す漢字教材の開発研究で

は，一般的な語彙から発展的なものまでをバランス良く配置する予定である。

【キーワード】日韓プログラム予備教育，コラボレーション授業，物理，日本語，

専門用語

I.はじめに

本稿は太田・佐藤・藤田(2014･2015:文献②．③）の続編である。これまでの2

年間の場合と同様，日韓共同理工系学部留学生事業（以下「日韓プログラム｣）におけ

る韓国での前半期予備教育に筆者らが参加して直接教育を行う「教育参画」を2015年
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度も以下のように慶煕大学校において実施した（表l)。

本稿では，その一環として8月7日に行った，物理教育と日本語教育のコラボレー

ション授業（合同クラス）の内容を，特に2014年度と比べどのように改善したかにつ

いて次章で述べ,続く第Ⅲ章では授業直後に行った授業評価アンケートの結果を示し，

前年度の結果と比べた考察を加える。そして，第Ⅳ章で本稿のまとめと今後の展望に

ついて触れる。

表12015年度「教育参画」時間割

組（教室） 2015.8.6" 2015.8.7(｡

1時間目

(9:00～10:20)

l(生活科学大BI05号室）

2（青雲館712号室）

3（青雲館715号室）

数学（菊池）

日本語（太田）

物理（藤田）

合同クラス

(佐藤＆藤IH)

国際教育院210号室

2時間目

(10:30～11:50)

l(生活科学大BI05号室）

2（青雲館712号室）

3（青雲館715号室）

漢字（佐藤）

数学（菊池）

日本語（太田）

合同クラス

(太田＆菊池）

国際教育院210号室

3時間目

(13:10～14:30)

l(生活科学大Bl05号室）

2（青雲館712号室）

3（青雲館715号室）

物理（藤田）

漢字（佐藤）

数学（菊池）

特別講演

(古城）

国際教育院210号室

4時間目

(14:40～16:00)

l(生活科学大Bl05号室）

2（青雲館712号室）

3（青雲館715号室）

日本語（太田）

物理（藤田）
叶号今

俣 字（佐藤）

学生との懇談会

(全員）

国際教育院210号室

II.物理と日本語（漢字）の．ラボレーション授業

1．日本語（漢字）の授業

上の表lに示したように,2015年8月6口の2～4時間目に,2013年及び2014年と

同様に、日本語（漢字）の授業を行った。授業内容は3クラスとも原則として|司じで，

次の通りである。

2015年度は，学生の漢字能力を把握するため，現在，開発中の「漢字変換力テスト」

を実施した。テスト時間は20分である注2．その後，残りの60分で物理とのコラボレー

ション授業に使用する教材である,1999年度の岡山大学の物理の入試問題に出てくる

漢字を取り上げた。最初に，その問題を学生に音読させた。今回はルビ付きとルビな

し（資料l)の問題を用意し，ルビなしで音読を行った後，ルビ付きで読みを確認し

た。次に，その物理の問題の中に出てきた漢字8字を取り上げ,l字ずつ，音読み･訓

－2－



専門教科（物理）と日本語のコラボレーション授業の改善と評価～3年間の授業を振り返って～（太田・佐藤・藤出）

読み･語彙（一般語彙･物理学関連用語）を導入した。導入にはl字ずつ作成したシー

ト（資料2）を使用し，学生に配付した。

今回，取り上げた漢字8字は「定・振・速・値・概・略・放・保」である。抽出に

あたり，昨年度と同様，鹿児島大学で開発中の旧韓共同理工系学部留学生のための

日・韓・英物理学関連用語集」（畝田谷2013:文献①）を参考にした。また，「速」は

初級の漢字であり，読みについては難しくないが,｢L(しんによう)」が正確に書け

ない韓国人学生が多く見られるため，今回も取り上げた。

授業の終わりに，シートに採用した語彙を使った読みと書きの練習問題を行った。

解答を配付し，自己採点とした。

2．物理とのコラボレーション授業

物理と日本語（漢字）の．ラボレーション授業は2015年8月7日の1時間目に行っ

た。前述のように，教材は1999年度の岡山大学の物理入試問題を利用した。授業では，

計算量は少ないが，日本語の漢字を正確に読みこなす必要がある光電効果の単元を

扱った（資料l)。また，学生は前日の授業において，あらかじめ物理の入試問題を音

読しているため，設問の意図を理解していることを前提として問題を解かせている。

2015年度は解答・計算式を書くだけでなく，解答に至るまでの経緯を日本語で記述

するように指導したため，計算過程の詳細を記述する学生が増加した。日本語に自信

がない学生は解答のみを記入している例も見受けられた。

光電効果の問題では，日本語での説明だけでなく，グラフを用いて電流と電位の関

係を記述することを求めている。特定の電圧の値から電流が流れ始める状況や振動数

とエネルギーの関係を明確に記述する必要性など，細かい日本語表現を求められる。

物理と日本語（漢字）の．ラボレーション授業は2013年度より3年間継続しているが，

2015年度の学生の解答は，平均して日本語のレベルが向上しているように見受けられ

る。しかしながら，日本語の習熟度が低い学生は,R本語で問題文を読むことや物理

的な現象を詳細に記述することに抵抗がある傾向が見られるため，韓国で予備教育を

受けている間の学習方法の改良が必要かもしれないと感じた。

Ⅲ学生からの評価

1．授業評価アンケート

コラボレーション授業の後で,受講した学生100名に対して授業評価アンケートを実

施した。質問は2013年度及び2014年度と同じである（太田他2013:31中の資料3)。質
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問は韓国語で記した。回答の際に使用する言語を指定しなかったため，韓国語とn本

語の両方の回答があった。韓国語で回答したものは翻訳し，分析を行った。

アンケートの質問事項は次のような内容である。

質問l:漢字を覚えるとき、一般の日本語よりも専門科目の用語を取り入れた方が

覚えやすいですか。（はい．いいえ）

質問2：質問lでそのように答えた理由は何ですか。

2．結果と考察

以下の表2に質問lの回答を班別にまとめた誰3・韓国での前半期予備教育では例年

と同様，日本語能力によって6つの班に分けられている。l班が口本語能力の最も低い

グループであり，6班へ進むにつれて高くなる。ただし，教育参画のクラスは時間割編

成の都合上,l班と2班で1組,3班と4班で2組,5班と6班で3組の合同クラスに

より授業を実施した。

表2質問1に対する班別の回答（人）

組 班 はい いいえ 無回答ほか 計

1組
l班 12(10/11) 4（6／5） O(0/0) 16(16/16)

2班 9(15/8) 6(l/8) l(O/O) 16(16/16)

2組
3班 12(14/11) 5（3／6） O(0/O) 17(17/17)

4班 15(14/8) 2（3／8） O(0/l) 17(17/17)

3組
5班 16(15/12) I(2/4) O(0/l) 17(17/17)

6班 12(12/6) 5(5/1l) O(0/0) 17(17/17)

計 76(80/56) 23（20/42） l(0/2) 100(100/100)

今回は，76名が「はい」と回答した。2014年度の授業をほぼ踏襲したため，前年度

よりは評価する学生が少し減ったが,多くの学生がこの授業の方法を有効と評価した。

学生の評価をより詳しく知るために，質問2の記述をコーデイングし（佐藤2008:

文献⑤),2013年度･2014年度の回答と比較した。

質問lで｢はい」と回答した76名のうち75名が質問2で理由を記述した。理由をコー

デイングし，次の表3にまとめた。
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表3「はい」と回答した学生の理由

理由 回答数 ％

1 専門用語韓国語と関連していて覚えやすい 40(44/28) 53.3(55.7/51.9)

2 いずれ専門用語は授業を聞くのに必要 12(10/11) 16.0(12.6/20.4)

3 専門用語が習得できる 8(4/10) 10.7(5.1/18.5)

4 その他 15(21/5) 20.0(26.6/9.2)

計 75（79/54） 100(100/100)

過去2年間と同様，すでに韓国語で知っている専門用語や，韓国語の発音と関連さ

せておぼえることができ，覚えやすいという理由を挙げた学生が半数以上を占め，い

ずれ専門用語は日本で授業を受ける際に必要になるので漢字と一緒に学習できるのは

よい，という理由が続いた。

また，具体的な記述からは，「これから勉強する学問と関連しているからもっと近く

感じる」（3班)，「どうせ覚えなければならない漢字なら，また別に苦労しないで一緒

に覚えた方がいいと思います」（4班)，「普通，専攻の用語は漢字語で発音が似ている

ため，覚えやすいと思う。また，後で勉強しなければいけない用語であるため事前に

見ておいた方がいいと思う」（5班）など，専門用語と関連づけた学習が，漢字学習の

動機付けになっている様子がうかがえた。

韓国での予備教育期間中に行われている漢字学習は，今年度も，日本語能力試験N

2･N3レベルの漢字700字の習得を目標とし,l週間に80字，各自が漢字ノートに音読

み・訓読み・語彙を書き，それを教師がチェックし，毎週金曜日にテストを行うとい

う方法が採られている（趙2015:文献④)。

学生が予備教育で行ってきた漢字学習の方法と異なり，すでに韓国語で習得した専

門用語の知識及び韓国語の発音などを利用して漢字学習が行える，専門用語の習得も

同時に行える点などが，昨年同様，評価されたと考える。

一方，「いいえ」を回答した学生はどのような点を問題と考えているのだろうか。

｢いいえ」と回答した23名のうち，理由を書いた21名の回答をコーディングして次の表

4にまとめた。
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表4「いいえ」と回答した学生の理由

理由 I可答数 ％

1 一般語彙を優先して学ぶべきだ 8(l/9) 38.1(5.3/24.3)

2
専門用語で使う漢字は難しく、一般の語彙で使う

漢字はやさしい
6（5／5） 28.6(26.3/13.5)

3
漢字は難しい(専門用語を入れてもやさしくなら

ない）
2(7/13) 9.5(36.8/35.1)

4
専門用語で使う漢字と一般の語彙で使う漢字は

別に勉強した方がよい
O(2/4) O(10.5/10.8)

5 その他 5（4／6） 23.8(21.1/16.3)

計 21(19/37) 100(100/100)

「いいえ」と回答した学生は，過去においては,l班と6班に多く見られる傾向があ

る。その理由として,l班では専門用語を入れたことでかえって漢字学習の負担を増し

てしまったと考えられ,6班では専門用語を取り入れることによる利点はあまり評価

されなかったからである。今回は,1～3班と6班に「いいえ」という回答が多く見ら

れ,4．5班とは異なった結果となった（表2）。

また,2015年度は｢専攻科目のR本語は渡日後勉強しても十分だと思います」(l班),

｢普通の単語だけでも多い。専攻よりは日常単語を勉強した方が・・・」（2班)，「専

門用語を覚える前に普段使う単語を覚えた方が効率がいいと思います」（6班)など,一

般語彙を優先した方がよいという考えの学生が比較的多く見られた。

以上より，全体的には,2014年同様，専門用語を取り入れた漢字学習の方法は中レ

ベルの学生に対して有効であると考えられる。

Ⅳ．まとめと今後の展望

漢字の授業に関しては，専門用語を取り入れた方法が有効であることが，これまで

同様，授業評価アンケートの結果から明らかである。しかしながら，レベルごとに取

り上げる漢字の難易度や教材の形式などを変えていく必要がある。すなわち，日本語

能力の低い学生には漢字への苦手意識を高めないよう，負担感の少ない内容とそれを

導入するのに適切な教材を，そして日本語能力の高い学生には発展的な内容を含んだ

教材を準備しなくてはならない。

物理の問題内容を理解し，口頭で解答を説明するためには，正確に音読ができるこ

とが不可欠であり，内容理解ができてこそ，正確な日本語で解答過程を記述し，さら
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に口頭で発表することにまでつながる可能性がある。また，日本語で専門（物理）を

語るという活動をそれまであまり経験していない彼らにとって，日本語での予備教育

への架け橋になっていると，3年間のコラボレーション授業を経て，筆者らは実感して

いる。

現在，本稿の筆者の一人（佐藤）を代表とする研究グループ主4によって「数学用語

集」を開発中である。それが完成した後には，本稿で明らかになったように，物理用

語だけではなく，数学用語も漢字教材に取り入れ，一般的な語彙から発展的な語彙ま

でをバランス良く配置した構成を目指し，新たな研究を開始する予定である。

【付記】

本論文の漢字変換力テストの実施にあたり，科学研究費補助金・基盤研究(C)「グローバル化に向けたu

本語の語彙テスト開発」（課題番号:15KO2631,研究代表者：佐藤尚子）の助成を受けた。

【注】

l.太田（金沢大学|玉|際機構留学生センター),佐藤（千葉大学国際教育センター),藤田（大阪大学大学院

工学研究科）

2．漢字変換力テストは科学研究費補助金･基盤研究(C)「グローバル化に向けた日本語の語彙テスト開発」

（課題番号:15KO2631,研究代表者：佐藤尚子）の研究グループで開発中のテストである。lOO名のテス

トの結果，漢字能力に関しては,N3合格レベルが2名,N2合格レベルが55名,N1合格レベルが41名，

日本人成人レベルが2名だった。

3．表2．3．4中の（／）内の数字は2013年度･2014年度の授業評価アンケート回答数を表し,(2014

年度の回答数/2013年度の回答数）の順に示した。

4．「付記」に記した科学研究費補助金による研究メンバーのうち，本稿筆者の佐藤ならびに長谷川貴之

氏（富山高等専門学校)，菊池和徳氏（大阪大学大学院理学研究科)，畝田谷桂子氏（鹿児島大学留学生

センター）の4名で構成されるグループを指す。
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資料11999年岡山大学物理入試問題

1図のように，光電管（陽極P,陰極K)に直流電源と電流計を接続して，光電効果の実

験を行う。直流電源により，光電管の陰極に対する陽極の電位を－2Vo(V)から2Vo(V)*

で変えることができる。ただし,Vo>0とする。光電管に光を当てない状態では，陽極の

電位にかかわらず電流は流れなかった。電子の質量をm(Kg),電荷を-e(C)とする。ブラ

ンクの定数をh(J.s)とする。

（1）最初,光電管の陰極に一定の振動数v(Hz)の光を当てた状態で,陽極の電位を-2Vo(V)

から徐々に高くしていくと,-Vo(V)を越えたところで電流が流れ始めた。このとき，

陰極から飛び出した電子の初速度の最大値は目(m/s)である。さらに陽極の電位を
高くしていくと電流も増加し，陽極の電位がOVを少し越えたところで電流は一定に

なった。2図は，この光電管の陽極の電位と電流の関係を示すグラフである。もし，

光の振動数はそのままで，単位時間に陰極に当たる光の全エネルギーを最初の値の2

倍にすると，このグラフの曲線はどのように変化するか｡概略の曲線を描け。ここで，

光の全エネルギーは，光子数と光子エネルギーの積として定義される。

（2）次に，単位時間に陰極に当たる光の全エネルギーを最初の値に戻して，それを一定

に保ちながら光の振動数を低くしていく。それにつれて，電流が流れ始めるときの陽

極の電位は徐々に高くなり，光の振動数が1/2v(Hz)のとき0Vになった。このこと

より，陰極から電子を放出させるためには,電子に田(J)以上のｴﾈﾙギー を与え
なければならないことがわかる。

（3）次に，単位時間に陰極に当たる光の全エネルギーを最初の値に保ちながら，光の振

動数を3/2v(Hz)にすると,陰極から飛び出す電子の運動ｴﾈﾙギー の最大値は回
(J)になる。このときの陽極の電位と電流の関係を示す概略の曲線を描け。
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専門教科（物理）とU本語のコラボレーション授業の改善と評価～3年間の授業を振り返って～（太出・佐藤・藤出）
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Abstract

ThisarticleisacontinuationofourpreviousworkspublishedunderthenamesOta,Sato

andFljitain2014and2015.WehavefUrtherimprovedourcollaborativeclass,which

combinesphysicsandtheJapaneselanguage・Thisclassiswithinthefiameworkofthepre-

tertiaryJapan-Koreajointeducationalexchangeprogram.Wealsoassessedtheresultofthe

questionnairecamedoutimmediatelyafterthecoursefinished,andcomparedthe2014and

2015surveys.

Thesurveyresultshowsthat76%ofourKoreanstudentspositivelyassessedtheimproved

class.Weassumethatpercentagetobestillatahighlevel,althoughitdidindicateadropof

fOurpointswhencomparedtothe2015data・Inthissurvey,wealsocouldobservethat

intennediate-levelJapaneseproficiencystudentstendedtoviewtheimprovedcollaborative

classashavingperfonnedeffectivelywhereassomeofelementaryandadvanced-level

Japaneseproficiencystudentsrepliednegativelywithcommentssuchas:@GIwanttoleam

ordinaryvocabularyinstead".

Inorderfbrstudentstobeabletosufficientlycomprehendthecontentrelatedtophysics

andtobeabletoreplyorallytoquestions,weconcludedthatstudentswouldneedtobeable

toreadk"jimoreprecisely.'Ibachievethisgoal,wewillneedtoarrangethevadouslevels

ofdifficultyfOrえα砿andthenmatchtheclassmaterialsandfbrmsaccordingtothe

appropriatekα叩proficiencylevel.Wewouldliketocollocatethevocabularyinabalanced

order:fromordinarytoadvancedlevel.

【Keywords]pre-tertiaryJapan-Koreajointeducationalexchangeprogram,collaborative

class,physics,Japaneselanguage,technicalterms
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